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(花見川区)JR新後見川駅の今と昔
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議
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決

な
一

一

可

主
一

議経

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度

測
定
調
査
費
を
計
上

《予
算
》

取
一
般
会
計
術
正
予
鋭

国
庫
補
助
金
の
決
定
に
伴
う
電
線
共
同

溝
髭
備
事
業
費
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
大

気
中
の
タ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
測
定
調
査

費
や
低
床
ス
ロ
ー
プ
板
付
パ
ス
の
湾
入
に
係

る
補
助
金
な
と
、
合
わ
せ
て
八
億
二
百
万

円
を
追
加
し
ま
す
。
こ
の
財
源
と
し
て
は
、

繰
越
金
五
億
六
千
三
百
万
円
、

-m債
一
億

四
千
万
円
、
国
庫
支
出
金
六
千
万
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
会

計
の
予
算
総
額
は
、
三
千
三
百
五
十
五
億

三
千
二
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

*
特
別
会
計
補
正
予
銭

千
葉
市
市
街
地
再
開
発
一
娯
楽
持
別
会
計

な
ど
2
事
業
会
計
に
、
合
わ
せ
て
四
億
九

千
八
百
万
円
を
追
加
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
特
別
会
計
の
予
箆
総
額
は
、
二
千
六
百

四
十
四
億
四
千
八
百
方
円
に
な
り
ま
す
。

《
条
例
》

本
磁
土
等
に
よ
る
土
地
の
淫
立
て
、
盛
土

及
び
た
い
羽
の
規
制
に
関
す
る
粂
例
の
会
開
則

改
正新

た
に
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ
る
土
砂
等

の
安
全
基
準
を
定
め
、
必
要
な
続
制
を
行

う
な
と
、
条
例
の
全
部
を
改
正
し
、
条
例

の
名
帥
仰
を

{千
葉
市
土
砂
等
の
狸
立
て
昭一吋

に
よ
る
土
壊
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防

止
に
関
す
る
条
例
」
と
し
ま
す
。

*
千
葉
市
水
辺
給
水
条
例
の
一
郡
改
正

消
費
税
率
の
改
定
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
導
入
に
伴
い
、
本
道
料
金
の
額
な
ど
を

改
定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
す
。

*
干
菜
市
営
住
宅
等
銭
也
管
理
条
例
の
一

部
改
正

公
営
住
宅
法
の
-
部
改
正
に
伴
い
、
市

営
住
宅
の
第

1
穂
、
第

2
磁
の
種
別
を
廃

止
す
る
と
と
も
に、

入
居
収
入
基
準
お
よ

び
家
賃
の
決
定
方
式
を
変
更
す
る
な
ど
、
条

例
の
一

m酬
を
改
正
し
ま
す
。

《町
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
》

字
相
即
谷
複
合
開
発
事
業
の
筋
行
に
伴
い
、

花
見
川
区
内
山
町
の
一
部
を
同
区
字
那
谷

町
に
変
更
し
ま
す
。

《
工
事
請
負
契
約
》

千
葉
市
地
域
防
災
賀
線
整
備
工
事
を
、
三

億
九
千
九
百
万
円
で
行
い
ま
す
。

《
工
事
委
託
契
約
》

*
J
R
浜
野
駅
自
由
通
路
盤
備
工
事
を
、
五

億
五
千
四
百
万
円
で
行
い
ま
す
。

*
中
央
区
新
千
葉
1
了

g
・
2
7白
、
新

町
、
霊一戸
2
丁
目
地
内
の
都
市
計
画
道
路

子
一家
叫
暗
黒
砂
台
線
一
尽
成
包
鉄
千
葉
線
交
差

邸
工
事
を
、
四
億
四
千
九
百
万
円
で
行
い

ま
す
。
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常
径
委
員
会
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9
月
沼
田
に
関
か
れ
、
議
案
氾
件
、
誘

悶
4
件
、
陳
情
4
件
を
奈
澄
し
ま
し
た
。

な
恥
品
、
閉
会
中
の

8
月
お
臼
に
も
都
市

消
防
餐
員
会
が
関
か
れ
、
語
願

2
件
、
陳

情
2
件
に
つ
い
て
欝
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
同
議
案
を
可
決
し
、
-
議

案
を
否
決
し
た
ほ
か
、
諸
駁
・
陳
情
は
、
採

択
送
付
4
件
、
不
綴
択

7
件
と
な
り
ま
し

た。

平成9年(1997年)11月

刊
誌
務
愛
国
民
会

一
般
会
計
循
正
予
算
な
ど
議
案
5
件
、
請

願
2
件
、
際
情
1
件
を
密
室
し
、
廃
棄
物

エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
可
能
性
調
窓
事
業

に
関
し
、

N
E
D
O
{新
エ
ネ
ル
ギ
ー
-

産
業
妓
術
総
合
開
発
綾
田
制
}
か
ら
の
繍
助

金
な
ど
に
つ
い
て
、
箆
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

V
公
共
料
金
の
口
庫
銀
麓
納
付
の
改
善
に

関
す
る
誘
頗

採
択
送
付

、
総
港
湾
問
抑
工
湯
廷
で
笛
え
に
伴
う
余
然

利
用
施
設
に
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
爆
を
併
設
す

る
こ
と
に
関
す
る
務
防

相
怖
択
送
付

守
千
葉
市
情
報
公
開
条
例
の
見
直
し
を
求

め
る
際
情

不
採
択

保
健
下
水
委
員
会

医
療
保
険
改
定
に
よ
っ
て
熔
加
す
る
自
己

負
担
の
助
成
に
関
す
る
請
願
な
と
講
師
糊
2

件
、
練
惰
1
件
を
議
選
し
、
医
療
保
険
法

お
よ
び
老
人
保
健
法
が
徳
行
さ
れ
て
か
ら
の

患
者
の
反
応
と
受
診
率
の
低
下
割
合
な
ど

に
つ
い
て
‘
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

V
医
療
保
隙
改
定
に
よ
っ
て
泡
加
す
る
自
己

負
授
の
助
成
に
関
す
る
請
願

不
鍔
択

V
国
際
高
齢
者
年
を
支
持
し
、
国
連
の
一
高

齢
肺
書
原
則
を
血
周
知
徹
底
す
る
こ
と
に
関
す
る

請
願

不
採
択

?
東
洋
医
学
・
制
制
灸
治
績
に
関
す
る
鱗
傍

不
同
情
択

現
段
逮
銭
?
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
鋒
や
筏
土
等
に
よ
る

土
地
の
坦
立
て
、
盛
土
及
び
た
い
積
の
続

制
に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正
な
と
議
案
4

件
を
審
澄
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
測
定

に
関
し
て
、
測
定
地
点
を

9
か
所
と
し
た

経
緯
と
今
後
の
泡
設
の
考
え
、
経
年
調
査

の
内
容
な
と
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

経
済
数
百
両
委
員
会

千
葉
市
育
英
資
金
支
給
条
例
の
一
部
改

正
の
発
議
1
件
、
議
案
1
件
、
際
情
1
件

を
審
査
し
、
各
種
奨
学
金
制
度
の
活
用
状

況
や
給
付
制
な
ど
に
つ
い
て
、
由
同
時
叫
が
あ

り
ま
し
た
。

v

通
掌
路
の
安
全
確
保
を
求
め
る
陳
情

採
択
送
付

都
市
消
防
委
民
会

一
般
会
計
鴻
正
予
算
、
都
市
計
画
道
路

子
一
築
港
黒
砂
台
線
一尽
成
電
鉄
干
葉
線
交
差

部
工
事
に
係
る
工
事
委
託
契
約
な
と
議
案

6
件
、
際
情
1
件
を
審
窓
し
、
市
宮
住
宅

甲
骨
設
綴
管
理
条
例
の
改
正
に
関
し
て
、
改

正
内
容
の
入
居
者
へ
の
周
知
や
入
居
状
況

の
変
化
予
測
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

な
お
、
閉
会
中
の

8
月
お
日
に
も
開
か

れ
、
諮
問
刷

-m情
に
つ
い
て
議
室
し
ま
し

た
。

F
V

師
側
毛
区
萩
A

ロ
町
に
建
築
確
箆
処
分
を
し

た
3
階
建
ア
パ
ー
ト
に
関
す
る
請
阪

不
綴
択

『
四
稲
森

3
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
{
仮
称
}
新

築
工
事
の
認
可
・
産
工
務
可
の
差
し
止
め

に
関
す
る
請
願

不
綴
択

V
若
葉
区
東
寺
山
町
第
三
区
画
霊
理
事
業

内
五
街
区
へ
の
高
層
住
宅
建
設
反
対
に
関

す
る
陳
情

不
採
択

V
花
見
川
区
花
園
町
2
4
8
2
1
5
に
建

設
中

(
3月
着
工
}
の
マ
ン
シ
ョ
ン
付
設

専
用
縫
車
織
の
使
用
に
関
す
る
陳
情師

怖
択
送
付

え
都
市
税
財
政
制
度
・

経

地
方
分
権
調
査
資
霊
会
、

G

9
月

2
Bに
開
か
れ
、
大
都
市
悶
政
の

実
情
取
に
即
応
す
る
財
源
の
拡
充
に
つ
い
て
の

要
望
と
、
地
方
分
般
に
関
す
る
調
査
の
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

少
子

・
京
齢
允
社
会

対
策
調
査
格
別
委
員
会

G潟

8
月
包
自
に
聞
か
れ
、
今
後
の
委
員
会

の
進
め
方
な
と
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
時
別
委
員
会

側

委

員

長

目

立

否

情

副

蚤

員

長

"

小

川

蓄

之

第
1
分
科
会
主
筆
M
稲

寝

屋

彦

同
副
主
筆
"
=
一
服
締
結
明

第
2
分
科
会
主
筆
H
佐

野

影

同
副
主
室
川
小
金
沢
常
拳

平
成
8
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

決
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
9
月
H
臼

に
、
全
議
員
で
偶
成
す
る
決
算
審
査
特
別

委
員
会

{2
分
科
会
)
を
設
鐙
し
、
延
べ

8
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
決
鍔
議
案
や
市
政
に
関
す
る
総

括
四
日
間
が
7
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。ゆ

月
1
自
の
決
算
稽
窓
特
別
委
員
会
で

は、

2
分
科
会
の
審
査
織
委
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
各
会
計
決

算
を
認
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
次
の

8
項
目
の
指
摘
要
望
事
項

は
、
決
算
審
査
判
明
別
委
員
会
が
市
長
に
要

望
し
た
も
の
で
す
。

仕』晶ó~ti
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市
僚
に
つ
い
て
は
、
目
指
吉
岡
が
累
浴
し
て

い
る
現
状
か
ら
、
将
来
負
担
を
考
慮
し
た

遜
正
な
活
用
に
努
め
、
財
政
の
健
全
性
を

維
縛
す
る
こ
と
。

滞
納
額
の
縫
加
.
か
見
ら
れ
る
市
山
慨
に
つ
い

て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら
、
納
税

.:， 田容でぎ司司'f...1
~ 

(緑区)(1吉田市民七ングーとの似合総投)

池
袋
情
穏
化
路
策
に
つ
い
て

シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
つ
い
て

新
た
な
市
民
行
政
に
つ
い
て

選
挙
に
つ
い
て

防
災
計
画
の
見
直
し
と
活
断
層
の
調
査

に
つ
い
て

子
育
て
支
媛
策
に
つ
い
て

-図
喜
朗
出
行
政
に
つ
い
て

窓
議
の
一
E

同
相
聞
と
徴
収
体
制
の
充
実
を
図
り
、

納
税
蓄
の
実
情
を
勘
案
し
な
が
、
h
J
収
納
率
の

二
胞
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

阪
神

・
淡
泊
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

都
市
裂
災
害
に
対
応
で
き
る
防
災
体
制
の

即
時
立
に
問
問
め
る
と
と
も
に
、
広
滅
的
な
防

災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
創
窓
工
夫
し
災
害

発
生
時
に
即
応
で
き
る
も
の
に
す
る
ほ
か
、

地
践
に
お
け
る
自
主
防
災
訓
練
の
指
導
お
よ

び
短
助
に
も
十
分
窓
を
用
い
る
こ
と
。

L
E前
日
脚
者
保
健
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
窓

格
的
な
お
齢
社
会
へ
の
適
切
な
対
応
を
図

る
た
め
、
事
業
の
再
開
制
築
な
ど
も
視
野
に

入
れ
た
十
分
な
検
討
を
行
い
、
最
も
効
率

的
か
つ
効
集
約
な
施
策
を
柑
推
進
す
る
こ
と
。

玄
口
併
処
理
浄
化
師
団
設
置
事
業
に
つ
い
て

は
、
公
共
下
水
道
事
業
お
よ
び
農
業
信
用
活

排
水
寝
業
と
の
調
融
起
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
の
要
望
に
応
じ
た
予
鍔
の
確
保
に
努
め
る

こ
h
-

商
后
衡
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
を
抱
擁
す
る
と
と
も
に
窓
き
居

舗
対
策
等
の
各
種
総
策
の
見
直
し
ゃ
強
化

を
図
り
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
后
街
づ
く

り
に
努
力
す
る
こ
と
。

し
各
種
事
業
に
お
け
る
調
査
業
務
委
託
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
独
自
調
査
の
可
能

な
も
の
は
市
み
ず
か
ら
が
行
う
な
と
、
主

体
性
お
よ
び
狙
自
性
を
発
織
し
た
事
業
の
錐

進
を
図
る
と
と
も
に
、
珊
嗣
査
内
容
を
祭
約

し
た
効
率
よ
い
発
注
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ

と。
ま
た
、
そ
の
調
査
結
集
に
つ
い
て
は
、
級

会
へ
の
報
告
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
留
意
す
る

こ
と
。

'
歩
道
の
竪
備
に
つ
い
て
は
、
安
全
に
通

行
で
き
る
幅
員
確
保
の
た
め
の
工
夫
を
こ
ら

す
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
際
m回
答
に
配
慮

し
た
警
備
に
一
層
努
め
る
こ
と
。

13 
総

括

質

問
主
な
質
問
項
目

表
紙
に
渇
載
し
ま
し

た
写
真
は
、
J
R新
倹

す

見
川
駅
の
帥
帽
子
で
す
。
ほ

時
制
検
見
川
駅
は
、

戦

後

は

閣
も
な
い
昭
和
お
年
7

用

月
に
開
設
さ
れ
手
レ
完
関

そ
の
後
、
駅
舎
も
橋
上
式
に
改
築
さ
れ
、
現

鍬

在
は
一
白
平
均

5
万
5
千

人

を

越

え

る

粂

摘

降

客
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会議録の閲覧
本会録の審議状況などを記録した会

議録は、市議会図書室、市政情報室、

市立の図醤銭(北部・雨量日 ・東部 ・

こてはし ・高却11・みやこ)や県立中

央図雷館で閲覧できます。

なお、第3回定例会の会議録i豆、次

回の定例会までに作成する予定です.

ま4i-tjてTコーJすーー
鵠l憾のご案内 " ~ ' ~ ， 

平成9年第4回定例会は12月1日

(月}に開会する予定です。

本会議は、僚則として公関してい

ますので、どなたでも傍湾できます。

傍聴は、本会総の当日、級会練1
F皆で受付けています。

会議日程は11月27包{木)に決まる

予定です。

点字版と録音版{テープ)の
市議会だより

自の不自由な方に、市議会の活動

をお知らせするため、「ちば市1英会だ

よリjの点字版と録音版{テー引を

作成しています。

ご希望の方は、ご連絡ください。
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